
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・大きな入れ物ではなく個別容器を用意して、触ったり水を入れ再度乾燥した片栗
粉の様子について、友達と共有できるようにしたが、言葉のかけ方が足りなかった
り、グループや子どものつぶやきに反応できなかった。
・ふるいや茶漉しを用意したら、もっと細かくできたのではないかと思う。
・テーブルに紙を用意していたが出せなかった。
・普段から虫眼鏡、カメラを使っておけばよかった。
・継続しているようで単発の活動になっているので、今後は子どもの手が届くとこ
ろで日々探究できるようにしたいと思っている。
・子どもとの振り返りが全くできていなかったので、画像をまとめて子ども達と振
り返りながら行いたい。

・前回の振り返りで１つの素材で探究活動ができるようにしたかったの
で、色付きの片栗粉を袋に入れて保管していたものを利用した。
・一人ひとりの乾燥した片栗粉を見て思ったこと感じたことを伝え合う。
・虫眼鏡やカメラを通して見て感じたことを共有する。
・水を入れてみたいとつぶやいたら、水を入れたときの様子や手で触った
感じを伝え合う。

5歳児…感触（片栗粉）

1０月に使った片栗粉（赤、緑着色済み）を１週間ほど前に子ども達と共に触っ
て遊んだいたところ「水を入れたい」と言い、数日間「固まるかな」と観察して
いた。水、絵の具、片栗粉の三層に変わり「色が出た」「下からの色はちがう」
など変化を友達と共有しながら「もっと触ってみたい」となり活動した。

２.活動スケジュール

・3名ずつを2グループ、5人を１グループで行う。
・一人ひとりに色付き片栗粉を用意する。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2024.12.20

・個別容器内で乾燥した片
栗粉を見て
「バキバキになってる」
「ラムネみたい」
・塊を見て「ねずみに食べ
られたチーズみたい」
・潰した粉を見て「お絵描
きできるよ」
・虫眼鏡を使い始める
「大きくなったり小さくな
る」
・カメラを使い始める
「緑っぽいし、青っぽい
し、黄緑っぽい」
・水を入れ始めるが、一人
ひとり量が違った
「下の方が固まってきた」
「スライムになるよ、スラ
イムの音がする」と言いな
がら、手に付け感触感じて
いた。
・付いて落ちない粉を見て
「離れない」と言い、水を
増やし手に塗って「気持ち
いい」と呟く。

・紙、スプーン、水、虫眼鏡、カメラを用意。
・片栗粉に入れたはずの水がとこへ行ったのか
・２層になっている片栗粉を見て、触ってどう思うか

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


